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市
民
の
願
い
が
か
な
う
　南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ

み
や
こ
の
じ
ょ
う

広

報

み
や
こ
の
じ
ょ
う

広
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マグマだまりの観測結果と噴火への影響

今
年
の
１
月
26
日
以
降
の
爆
発
的
噴
火

で
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
災
害
を

も
た
ら
し
た
新
燃
岳
噴
火
。
最
近
は
小

康
状
態
に
あ
り
ま
す
が
、
再
び
噴
火
が

活
発
に
な
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
も
し
も
の
時
に
慌
て
ず
行
動
で
き

る
よ
う
、
も
う
一
度
火
山
噴
火
災
害
へ

の
備
え
を
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
１
２
９

　

ま
た
、
風
下
の
地
域
で
は
遠
方
で
も

風
に
流
さ
れ
て
小
さ
な
噴
石
が
飛
散
し

ま
す
。
地
面
に
落
下
す
る
ま
で
に
数
分

か
ら
十
数
分
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
噴
火
が
収
ま
る
ま
で
は
外
に
出

ず
、
噴
石
が
や
ん
で
か
ら
、
落
ち
着
い

て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

新燃岳再噴火の可能性が
高まっています

～もう一度確かめてみましょう。災害への備え～
●宮崎地方気象台提供（10月7日、海上自衛隊
　第72航空隊鹿屋航空分遣隊の協力により撮影）

膨
張
を
続
け
る
マ
グ
マ
だ
ま
り

　

約
３
０
０
年
ぶ
り
に
マ
グ
マ
噴
火
し

た
新
燃
岳
は
、
９
月
の
小
規
模
噴
火
を

最
後
に
小
康
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

地
下
の
マ
グ
マ
だ
ま
り
に
は
現
在
も
マ

グ
マ
の
供
給
が
続
い
て
い
て
、
噴
火
の

終
息
の
兆
し
は
見
え
ま
せ
ん
。

　

マ
グ
マ
だ
ま
り
か
ら
新
燃
岳
へ
マ
グ

マ
が
上
昇
す
れ
ば
今
年
１
月
の
噴
火
に

匹
敵
す
る
活
動
を
再
開
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
本

格
的
な
噴
火
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
す
。

噴
石
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

火
口
は
ふ
た
を
し
た
よ
う
に
溶
岩
で

覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
次
に

爆
発
的
噴
火
が
起
こ
っ
た
際
は
、
大
き

な
噴
石
の
落
下
に
警
戒
が
必
要
で
す
。

入
山
が
規
制
さ
れ
て
い
る
区
域
に
は
絶

対
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　新燃岳の西北西約10㎞の地下
６～10㎞の地点にマグマだまりがあ
ります。そのマグマだまりを三角形
で囲んだ３カ所の観測地点間の距
離を国土地理院がＧＰＳを使って地
殻変動を観測しています。
　左記グラフが示すように、霧島
市とえびの市の観測地点間の距
離は、１月26日の噴火以降、毎月
2.5mmずつ伸びていて、マグマだま
りが膨らんでいることが分かります。

〈霧島市とえびの市間の距離の変化〉

←1月26日噴火

国土地理院ホームページ資料加筆
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●農地への降灰に関する相談

北諸県農業改良普及センター ☎ 38-1554

大
噴
火
が
起
き
た
場
合
の
避
難
所

　

西
岳
地
区
の
避
難
所
は
山
田
活
性
化

セ
ン
タ
ー
（
か
か
し
館
）
や
山
田
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）、
早

水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま

す
。
避
難
経
路
や
避
難
先
な
ど
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
家
族
で
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
現
金
や
預
金
通
帳
な
ど
の
貴

重
品
を
は
じ
め
、
保
険
証
、
防
寒
着
、

食
料
（
最
低
２
食
分
）、
普
段
飲
ん
で
い

る
薬
な
ど
、
避
難
所

に
持
っ
て
い
く
も
の

は
い
つ
で
も
持
ち
出

せ
る
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

正
確
な
情
報
収
集
を

　

噴
火
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
県
防
災

メ
ー
ル
の
ほ
か
、
12
月
か
ら
は
地
域
内

の
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
に
一
斉
配
信
す

る
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
も
活
用
し
て
必

要
な
防
災
情
報
を
発
表
し
て
い
き
ま
す
。

噴
火
の
規
模
に
よ
っ
て
は
避
難
勧
告
を

出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
最
新
の

情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

降
灰
対
策
に
つ
い
て

　

１
月
の
噴
火
で
最
も
苦
慮
し
た
降
灰

処
理
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
経
験
を
生

か
し
、
道
路
や
家
庭
の
火
山
灰
の
処
理

対
策
を
迅
速
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

８
月
に
締
結
し
た
国
土
交
通
省
と
の

災
害
支
援
協
定
に
基
づ
き
、
路
面
清
掃

車
な
ど
の
提
供
を
直
接
要
請
し
た
り
、

建
設
業
協
会
の
協
力
を
も
ら
っ
た
り
し

て
、
迅
速
な
復
旧
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
の
灰
は
、

前
回
の
降
灰
時
と
同
様

に
、
市
の
指
定
ご
み
袋

や
半
透
明
の
レ
ジ
袋
な

ど
に
入
れ
、
指
定
さ
れ

た
場
所
に
出
す
か
、
高

崎
町
の
東つ
ま

霧
島
工
業
団

地
計
画
用
地
に
直
接
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
事
業
所
か
ら
の

灰
は
高
崎
町
の
灰
捨
て
場
に
直
接
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

屋
根
な
ど
の
除
灰
作
業
に
注
意

　

除
灰
作
業
中
に
屋
根
か
ら
落
ち
る
な

ど
し
て
36
人
が
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
ま

し
た
。
や
む
を
得
ず
屋
根
上
の
灰
を
除

去
す
る
と
き
は
、
人
が
乗
っ
て
も
大
丈

夫
か
確
か
め
、
命
綱
を
つ
け
る
な
ど
の

安
全
対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

高
齢
者
は
危
険
で
す
の
で
、
専
門
の
業

者
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

●灰の除去作業に関する業者とのトラブル相談

都城市消費生活センター ☎ 23-7154

●家庭から出る灰の収集に関する相談

環境業務課 ☎ 24-5560

高崎福祉保健センター
都城保健所
※ 避難が長期化した場合は、市の保健師などが健
康相談のため、各避難所を巡回します

健康課
山之口総合支所健康福祉課
高城保健センター
山田総合支所健康福祉課

☎ 23-2765
☎ 57-3111（代表）
☎ 58-6800
☎ 64-1111（代表）
☎ 62-4411
☎ 23-4504

●降灰に関する健康相談
　（灰の影響に伴う健康相談窓口を設置しています）

夏尾町・御池町
吉之元町・高野町
西岳地区共通
移動手段のない人

➡山田活性化センター（かかし館）
➡山田総合福祉センター（けねじゅ苑）
➡早水公園体育文化センター
➡早水公園体育文化センター

大噴火時の避難所（西岳地区）
（新燃岳火口から10km圏内の地域）

＜要援護者の皆さんへ＞
高齢者や障がい者などの要援護者には、事前に避難
を呼び掛けます。一人で避難できない人は、その旨
伝えてください
◎問い合わせ　福祉課　☎23-2980

　一斉に防災情報を伝えるこ
とができる「エリアメール」の配
信サービスを12月１日から開始
します。
　ＮＴＴドコモの携帯電話を
対象に、噴火に関する情報など
を、基地局圏内にいる人に対し
て自動的に配信します。
●配信する情報
・噴火に関する情報
・市が発表する災害時の避難
　準備情報や避難勧告
・河川洪水氾濫情報
・緊急地震速報　ほか

緊急速報「エリアメール」
が12月からスタート！

相談窓口

3 Miyakonojo City Public Relations 2011.12



ふ
れ
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、７
月
に
「
ふ
れ
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
20
歳
以
上
の
約
13
万
人
の
市
民
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ん
だ
４
、０
０
０
人
を
対
象
に
、
住
み
心
地
、
市
政

へ
の
要
望
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
、
家
庭
で
の
教
育
、
都
城
市
議
会
、
広
報
紙
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
回
答

者
は
１
、６
６
５
人
で
、
回
答
率
は
41
・
６
㌫
で
し
た
。　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

住
み
心
地

◎
解
説

　

住
み
心
地
に
つ
い
て
は
、
88
・
６
㌫

の
人
が
都
城
市
は
「
住
み
や
す
い
」「
ま

あ
住
み
や
す
い
」と
感
じ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
度
の
調
査
よ
り
０
・
３
ポ
イ
ン
ト

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
に
み
る
と
、「
住
み
や
す
い
」

「
ま
あ
住
み
や
す
い
」
と
答
え
た
の
は
、

70
歳
以
上
の
92
・
３
㌫
が
最
も
高
く
、

昨
年
一
番
高
か
っ
た
20
代
は
85
・
８
㌫

で
５
番
目
と
な
り
ま
し
た
。
逆
に
最
も

低
い
の
は
40
代
の
84
・
３
㌫
で
し
た
。

　

地
区
別
に
み
る
と
、「
住
み
や
す
い
」

「
ま
あ
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る

地
区
の
上
位
は
、
祝
吉
地
区
（
93
・
２

㌫
）、
横
市
地
区
（
92
・
４
㌫
）、
妻
ケ

丘
地
区
（
92
・
１
㌫
）
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。
逆
に
、「
住
み
に
く
い
」「
や

や
住
み
に
く
い
」
と
感
じ
て
い
る
地
区

は
、
西
岳
地
区
（
20
㌫
）、
高
崎
地
区

（
16
・
１
㌫
）、
中
郷
地
区
（
15
・
４
㌫
）

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

性　別 回答者 比　率

男　性 681人 40.9%

女　性 960人 57.7%

無回答 24人 1.4%

年　代 回答者 比　率

20代 126人 7.5%

30代 223人 13.4%

40代 216人 13.0%

50代 356人 21.4%

60代 408人 24.5%

70歳以上 321人 19.3%

無回答 15人 0.9%

地区名 回答者 比　率

姫　城 125人 7.5%

小松原 89人 5.3%

妻ケ丘 190人 11.4%

祝　吉 176人 10.6%

五十市 176人 10.6%

横　市 132人 7.9%

沖　水 138人 8.3%

志和池 82人 4.9%

庄　内 76人 4.6%

西　岳 25人 1.5%

中　郷 91人 5.5%

山之口 68人 4.1%

高　城 100人 6.0%

山　田 80人 4.8%

高　崎 93人 5.6%

無回答 24人 1.4%

【男女別】

【地区別】

【年代別】

都
城
市
の
住
み
心
地
を

ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
？

こ
れ
か
ら
も
都
城
市
に

住
み
続
け
た
い
で
す
か
？

QQ

住みやすい
38.1%

まあ住みやすい
50.5%

やや住みにくい
7.3%

住みにくい
2.7% 無回答

1.4%
無回答
10.0%

分からない
12.8%

市内には住みたくない　1.9%
市内の他の地域に住みたい　7.4%

現在地および
その周辺に
住みたい
67.9%

【地区別】
回答者の内訳
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農林畜産業の振興

商店街の活性化

福祉対策

企業誘致

救急医療対策

生活道路や側溝の整備

病気の予防と健康増進

余暇利用施設の整備

公害対策（騒音や
振動、悪臭など）

自然災害対策

下水道の整備

河川浄化や環境保全

公園・緑地の整備

防犯対策

交通安全対策

資源の再利用

ごみ、し尿の処理

幹線道路やバイパス
などの整備

地場産業の育成

小・中学校の施設整備

市
政
へ
の
要
望

◎
解
説

　

昨
年
度
の
結
果
と
比
較
す
る
と
、
昨
年
３
位
だ
っ
た
「
商

店
街
の
活
性
化
」
が
１
位
に
、
４
位
だ
っ
た
「
企
業
誘
致
」

が
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
ま
で
４
年
連
続
１

位
だ
っ
た
「
福
祉
対
策
」
は
２
位
へ
後
退
し
て
い
ま
す
。

　

順
位
が
上
昇
し
た
の
は
、「
公
園
・
緑
地
の
整
備
」
が
16
位

か
ら
12
位
へ
、「
資
源
の
再
利
用
」が
20
位
か
ら
15
位
へ
、「
小
・

中
学
校
の
施
設
整
備
」
が
23
位
か
ら
19
位
へ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
逆
に
後
退
し
た
の
は
、「
史
跡
や
文
化
財
の
保
護
」
が

13
位
か
ら
34
位
へ
、「
農
林
畜
産
業
の
振
興
」
が
14
位
か
ら

20
位
へ
、「
防
犯
対
策
」
が
９
位
か
ら
13
位
へ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

性
別
で
み
る
と
、
男
性
の
１
位
は
昨
年
と
変
わ
ら
ず
「
企

業
誘
致
」（
19
・
１
㌫
）、
２
位
は
昨
年
３
位
の
「
商
店
街
の

活
性
化
」（
18
・
２
㌫
）、
３
位
は
昨
年
５
位
の
「
生
活
道
路

や
側
溝
の
整
備
」（
17
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の
１

位
は
、
昨
年
２
位
の
「
商
店
街
の
活
性
化
」（
33
・
５
㌫
）、

２
位
は
昨
年
１
位
の
「
救
急
医
療
対
策
」（
26
・
１
㌫
）、
３

位
は
昨
年
と
同
じ
「
福
祉
対
策
」（
25
・
５
㌫
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

年
代
別
に
み
る
と
、
20
代
・
40
代
・
60
代
で
「
商
店
街
の
活

性
化
」、
30
代
で
「
余
暇
利
用
施
設
の
整
備
」、
50
代
で
「
企

業
誘
致
」、
70
歳
以
上
で
「
福
祉
対
策
」
が
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

地
区
別
で
は
、
姫
城
・
小
松
原
・
妻
ケ
丘
・
五
十
市
・
横

市
・
庄
内
・
高
崎
地
区
で
「
商
店
街
の
活
性
化
」、
志
和
池
・

中
郷
地
区
で
「
福
祉
対
策
」、
祝
吉
・
山
之
口
・
高
城
・
山

田
地
区
で
「
救
急
医
療
対
策
」、沖
水
地
区
で
「
企
業
誘
致
」、

西
岳
地
区
で
「
生
活
道
路
や
側
溝
の
整
備
」
が
１
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
特
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
も
の
を
5
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。（
上
位
20
位
）

Q

ふれあいアンケートふれあいアンケートの結果
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家
庭
で
の
教
育

◎
解
説

　

子
ど
も
の
家
庭
の
教
育
に
つ
い
て
、

「
低
下
し
て
い
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
低
下
し
て
い
る
」
と
答
え
た
人
は
、

全
体
の
75
・
１
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
の
１
位
に
「
し
つ
け
や
教
育

の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
保
護
者
が
増
え

た
」、
２
位
に
「
し
つ
け
や
教
育
を
人

任
せ
に
す
る
保
護
者
が
増
え
た
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
の
教
育

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
方
法
と
し
て

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
地
域
で
子
ど
も

を
育
て
る
意
識
を
高
め
る
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。子

ど
も
に
対
す
る
家
庭
の
教
育

力
が
低
下
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
か
？

家
庭
の
教
育
力
が
低
下
し
て
い

る
原
因
は
？
（
複
数
回
答
・
上
位
10
位
）

家
庭
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
必
要
？
（
複
数
回
答
・
上
位
8
位
）

Q

QQ

低下している
37.6%

どちらかといえば
低下している
37.5%

どちらかといえば
低下していない
3.6%

低下していない
3.1%

分からない
15.4%

無回答
2.8%

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

◎
解
説

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の
認
知
度

は
89
・
５
㌫
で
、
実
際
に
設
置
し
て
い

る
割
合
は
54
・
７
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
設
置
し
て
い
な
い
理
由
に
つ
い

て
は
、
１
位
に
「
価
格
が
高
い
か
ら
」、

２
位
に「
知
ら
な
か
っ
た
」、３
位
に「
関

心
が
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
意
見
で
は
、「
検
討
中
」「
こ
れ
か

ら
設
置
す
る
予
定
」
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

設
置
し
て
い
な
い
理
由
は
？

（
複
数
回
答
）

現
在
、
自
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

都
城
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

住
宅
の
寝
室
や
階
段
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

Q Q

Q

知っている
89.5%

知らない
9.4%

共同住宅で
設置されている
6.7%

無回答
1.1%

無回答
1.4%

設置して
いる
48.1%

設置して
いない
43.8%

しつけや教育の仕方が分からない保護者が増えた 19.3%
しつけや教育を学校や塾など、人任せにする保護者が
増えた 16.4%

近所など地域の人たちとの関係が希薄化した 14.3%
過保護、過干渉な保護者が増えた 13.7%
子どもたちにいろいろな体験をさせる機会が少ない 7.9%
子育てに無関心な保護者が増えた 7.2%
親子の触れ合いや、一緒に行動する機会が少ない 5.3%
近所や周りに相談できる人が少ない 5.1%
保護者の存在感が低下した 4.9%
しつけや教育に悩む保護者のための相談機関が少ない 3.4%

地域で子どもを育てる意識を高める 17.4%
しつけや子育てに悩む保護者のための相談機関の情報
を広く知らせる 17.0%

しつけや子育てに関する講座や講演会などを実施する 12.6%
父親の家庭教育への参加を促進する 12.3%
親を対象にした子育てに関する啓発資料を配付する 11.1%
身近な相談相手としての仲間づくりの場を提供する 11.0%
小・中学校、幼稚園などで実施している家庭教育学級
を充実させる 8.3%

必要ない 0.5%
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ふれあいアンケートふれあいアンケートの結果

都
城
市
議
会

◎
解
説

　

市
議
会
に
関
心
が
「
あ
る
」「
少
し

は
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、
全
体
の

67
・
９
㌫
と
な
っ
て
い
て
、
年
齢
が
高

い
ほ
ど
関
心
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、「
住
民
の
代

表
で
あ
る
重
要
な
会
議
だ
か
ら
」
が
全

体
の
57
・
３
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
逆

に
関
心
が
「
な
い
」
と
答
え
た
理
由
で

最
も
多
か
っ
た
の
は
、「
い
つ
開
催
さ

れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
」
の
37
㌫
で

し
た
。

広
報
紙

◎
解
説

　

広
報
紙
を
「
毎
回
読
む
」「
た
ま
に

読
む
」
と
答
え
た
人
は
、
全
体
の
82
・

５
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後

広
報
紙
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
内
容

は
、１
位
が
「
健
康
関
連
」、２
位
が
「
イ

ベ
ン
ト
情
報
」、
３
位
は
「
福
祉
関
連
」

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
開
か
れ
た
市
議
会

を
目
指
す
た
め
に
、
市
議
会
の
改

革
は
必
要
と
思
い
ま
す
か
？

あ
な
た
は
市
の
広
報
紙
を
ど
の

程
度
読
ん
で
い
ま
す
か
？

市
の
広
報
紙
で
取
り
上
げ
て

ほ
し
い
も
の
は
何
で
す
か
？

（
複
数
回
答
・
上
位
９
位
）

広
報
紙
の
中
で
あ
な
た
が
好
き

な
コ
ー
ナ
ー
は
何
で
す
か
？

（
複
数
回
答
・
上
位
９
位
）

あ
な
た
は
市
議
会
に

関
心
が
あ
り
ま
す
か
？

議
会
に
感
心
が
「
な
い
」

理
由
は
？
（
複
数
回
答
・
上
位
３
位
）

議
会
に
感
心
が
「
あ
る
」「
少
し

は
あ
る
」
理
由
は
？

（
複
数
回
答
・
上
位
３
位
）

Q

Q

QQ

Q

Q Q無回答　5.5%

分からない
33.1%

必要でない　3.1%

必要である
58.3%

毎回読む
50.8%

たまに読む
31.7%

ほとんど読まない
7.6%

読まない
7.9%

無回答　2.0%
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◆
都
城
市
歌
に
対
す
る

　

市
の
見
解
に
つ
い
て

質
１　

合
併
後
の
市
歌
制
定
に
つ
い
て

検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

答
１　

合
併
直
後
に
市
民
憲
章
や
市
の

花
木
、
市
旗
を
制
定
し
た
と
き
、
市
歌

に
つ
い
て
も
そ
の
制
定
に
つ
い
て
検
討

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
、
市
民
憲
章
や
市
旗
の

よ
う
に
日
常
的
に
利
活
用
す
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
か

ら
、
市
民
憲
章
な
ど
と
同
時
期
で
の
制

定
を
見
送
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
後
も
検
討
し
て
い
ま

す
が
、
日
常
的
な
利
活
用
が
難
し
い
こ

と
や
市
民
か
ら
広
く
市
歌
制
定
に
つ
い

て
の
要
望
な
ど
も
な
い
こ
と
か
ら
、
制

定
に
つ
い
て
は
見
送
っ
て
い
る
と
い
う

状
況
で
す
。

　

９
月
議
会
で
は
、
６
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
27
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

◆
高
齢
者
の
安
全
・
安
心

　

対
策
に
つ
い
て

質
１　

本
市
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

実
態
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
１　

毎
年
10
月
ご
ろ
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
実
態
把
握
を
し

て
い
ま
す
。
実
態
把
握
に
よ
る
と
65
歳

以
上
の
高
齢
者
に
占
め
る
一
人
暮
ら
し

の
割
合
は
、
年
々
確
実
に
増
え
て
い
て
、

本
年
８
月
現
在
で
17
・
７
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。

質
２　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２　

新
聞
や
牛
乳
販
売
の
事
業
者

が
、
高
齢
者
宅
の
安
否
確
認
を
行
う

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

ま
す
が
、
商
品
購
入
に
付
帯
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
ま

せ
ん
。
な
お
、
郵
便
事
業
者
で
は
、
こ

れ
ま
で
も
郵
便
物
が
た
ま
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
近
隣
の
人
に
尋
ね
る
な
ど
地

域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
に
取
り
組
ん

で
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は

連
携
方
法
な
ど

に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
２　

富
松
良
夫
の
歌
詞
に
対
す
る
感

想
と
、
市
歌
と
し
て
採
用
し
た
場
合
の

問
題
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２　

富
松
良
夫
の
歌
詞
は
、
み
ず
み

ず
し
い
感
性
で
四
季
折
々
の
情
景
を
表

現
し
て
い
ま
す
が
、
活
躍
し
た
時
期
が

昭
和
の
高
度
成
長
期
の
前
で
文
語
体
が

生
き
て
い
た
時
代
の
詩
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
少
し
古
風
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

質
３　

市
歌
制
定
に
関
す
る
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
３　

制
定
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
市

歌
制
定
委
員
会
を
設
置
し
、
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
議
論

し
て
も
ら
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

現
段
階
に
お
い
て
は
、
市
と
し
て
の
方

向
性
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

平
成
23
年
第
５
回
市
議
会
が
、
９
月
２
日
か
ら
26
日
ま
で
の
25
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
23
年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
39
件
、
諮
問
３
件
、
議
員
提
出
議
案
５
件
、
請

願
４
件
、
報
告
８
件
の
合
計
59
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
平
成
22

年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
議
案
18
件
、
請
願
２
件
が
継
続
審
査
と
な
っ
た

ほ
か
は
全
て
可
決
、
同
意
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
9
月
議
会

議
会
だ
よ
り

23年度補正予算（10件）
【一般会計】 　　　 7億4,752万5千円
【特別会計】 　　　 ４億６,477万６千円

22年度決算の認定（18件）〔継続審査〕

条例の制定・一部改正（8件）
◇都城市消防団員条例の一部を改正す
る条例の制定について　　  ほか７件

その他（3件）
◇財産の取得について　　　 ほか２件

諮問（3件）
◇人権擁護委員候補者の推薦につき議
会の意見を求めることについて   ３件

議員提出議案（5件）
◇郵政改革法案の早期成立を求める意
見書　　　　　　　　　 ほか４件

請願（4件）
◇郵政改革法案の早期成立に関する意
見書の提出を求める請願書  ほか３件

報告（8件）
◇専決処分した事件の報告について
　　　　　　　　　　　　　 ほか７件
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◆
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
「
が
れ
き
」

　

の
受
け
入
れ
問
題
に
つ
い
て

質
１　

東
日
本
大
震
災
で
生
じ
た
災
害

廃
棄
物
の
広
域
処
理
体
制
の
構
築
に
関

す
る
調
査
に
つ
い
て
、
そ
の
回
答
内
容

と
協
議
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
１　

本
市
も
新
燃
岳
噴
火
の
と
き
に
、

全
国
か
ら
支
援
を
受
け
ま
し
た
の
で
、

県
か
ら
の
調
査
依
頼
を
受
け
検
討
し
た

結
果
、
年
間
４
、０
０
０
㌧
、
１
日
10
㌧

の
受
け
入
れ
を
可
能
と
し
、
廃
棄
物
と

し
て
は
、
生
ご
み
や
木
く
ず
の
受
け
入

れ
が
可
能
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
廃
棄
物
に
放
射
能
で
汚
染
さ

れ
た
が
れ
き
を
含
む
か
の
判
断
に
つ
い

て
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
１
項
の
廃
棄

物
の
定
義
に
「
廃
棄
物
と
は
放
射
性
物

質
及
び
こ
れ
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
も

の
を
除
い
た
ご
み
な
ど
の
汚
物
ま
た
は

不
要
物
の
こ
と
を
い
う
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
た
め
、
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た

廃
棄
物
は
含
ん
で
い
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
し
た
。

質
２　

受
け
入
れ
可
能
の
回
答
を
し
た

後
、
国
や
県
な
ど
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た

か
伺
い
た
い
。

答
２　

今
回
の
調
査
は
受
け
入
れ
た
場

合
の
量
の
調
査
で
あ
っ
て
、
こ
の
回
答

が
即
、
受
け
入
れ
表
明
に
は
な
ら
な
い

と
県
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

質
３　

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
が
れ
き

の
処
理
に
つ
い
て
、
本
市
の
意
見
を
伺

い
た
い
。

答
３　

今
回
の
災
害
の
大
き
さ
や
地
元

の
苦
労
を
考
え
ま
す
と
、
一
刻
も
早
い

復
旧
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
災

害
に
伴
う
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
早

急
に
確
保
す
る
た
め
に
、
全
国
的
な
規

模
で
の
対
応
や
協
力
は
当
然
の
こ
と
と

判
断
し
、
今
回
の
災
害
廃
棄
物
の
受
け

入
れ
は
、
可
能
で
あ
る
と
回
答
を
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
も
し
放
射
能
に
汚

染
さ
れ
た
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
要
請
が

あ
っ
た
場
合
、
市
民
の
健
康
被
害
な
ど

を
考
え
る
と
、
受
け
入
れ
は
困
難
で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
放
射
能

に
汚
染
さ
れ
た
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
専
用
の
処
理
施
設
で
処
理
す
べ
き

も
の
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
有
害
な
廃
棄
物
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
、
本
市
の
意
見
を
伺

い
た
い
。

　

塩
害
物
に
つ
い
て
は
、
塩
化
物

を
焼
却
す
る
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生

し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
多
量
に
付
着
し

て
い
る
場
合
は
、
あ
る
程
度
、
搬
出
先

で
洗
浄
除
去
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん
だ
災
害

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
不
燃
ご
み
と
し

て
の
受
け
入
れ
に
な
る
の
で
、
最
終
処

分
場
へ
の
埋
め
立
て
処
分
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
市
の
場
合
、
最
終
処
分
場

の
残
容
量
が
少
な
い
た
め
、
不
燃
ご
み

の
受
け
入
れ
は
困
難
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し

て
受
け
入
れ
で
き
る
廃
棄
物
は
、
清
掃

工
場
で
焼
却
で
き
る
も
の
に
限
ら
れ
ま

す
が
、
極
力
受
け
入
れ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
東
北
の
復
興
支
援
の
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
賜
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
人
口
減
少
問
題
と
対
策
に
つ
い
て

質　

少
子
化
の
主
な
要
因
と
、
こ
れ
ま

で
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

子
育
て
費
用
や
教
育
費
の
経
済

的
負
担
が
大
き
い
こ
と
、
そ
し
て
女
性

の
社
会
進
出
が
進
む
一
方
、
働
く
女
性

に
と
っ
て
、
出
産
・
育
児
と
仕
事
を
両

立
で
き
る
環
境
が
十
分
に
整
っ
て
い
な

い
こ
と
が
未
婚
や
晩
婚
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
若
い
人
の
結
婚
観
や
生

活
観
の
意
識
の
変
化
に
加
え
、
若
者
が

社
会
的
に
自
立
す
る
こ
と
が
難
し
い
社

会
経
済
情
勢
も
大
き
な
要
因
だ
と
思
い

ま
す
。

　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
11

年
度
に
国
に
お
い
て
「
新
エ
ン
ゼ
ル
プ

ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に
本

市
で
も
少
子
化
対
策
を
推
し
進
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
国
・
県
の
合
計
特

殊
出
生
率
の
数
値
を
み
る
と
、
十
分
な

効
果
を
上
げ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
本
市
の
合
計
特

殊
出
生
率
を
見
る
と
、
平
成
12
年
度
が

１
・
71
、
20
年
度
が
１
・
88
と
微
増
と

な
っ
て
い
て
、
少
子
化
対
策
の
取
り
組

み
が
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

市
議
会
は
、
３
月
、
６
月
、
９

月
、
12
月
の
定
例
会
や
臨
時
会
で
、

市
民
の
生
活
に
関
係
の
深
い
議
案

や
請
願
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。

　

傍
聴
席
は
、
市
役
所
西
館
６
階

に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
、
市
議
会
の
中
継
放
送
や

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

議
会
事
務
局 

☎
23ｰ

７
８
６
９
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◎
飲
食
店

厨
房
設
備
、

冷
蔵
庫
、

レ
ジ
ス
タ
ー
、

応
接
備
品
な
ど

◎
小
売
業

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、

冷
蔵
ス
ト
ッ
カ
ー
、

レ
ジ
ス
タ
ー
、

フ
ー
ド
ス
ラ
イ
サ
ー

な
ど

◎
ア
パ
ー
ト
・
貸
家
経
営

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、

駐
輪
場
、

屋
根
付
車
庫
、

ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス

な
ど

◎
理
・
美
容
業

理
・
美
容
い
す
、

洗
面
設
備
、

サ
イ
ン
ポ
ー
ル
、

タ
オ
ル
蒸
し
器
な
ど

◎
農
業

家
畜
用
設
備
、

農
耕
用
機
具
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、

サ
イ
ロ
な
ど

◎
各
業
種
共
通

　

事
務
所
や
店
舗
内
の
装
飾
（
カ
ウ

ン
タ
ー
、
間
仕
切
り
な
ど
）、
外
部

構
築
物
（
看
板
、駐
車
場
舗
装
、
塀
、

外
灯
照
明
設
備
な
ど
）、
受
変
電
設

備
、
空
調
設
備
、
屋
外
給
配
水
設
備

な
ど
が
あ
り
ま
す

Ｑ　

確
定
申
告
の
と
き
「
減
価
償
却

資
産
申
告
」
を
す
る
予
定
だ
が
、
固

定
資
産
税
で
も
「
償
却
資
産
申
告
」

を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

Ａ　
「
減
価
償
却
資
産
申
告
」
は
確

定
申
告
な
ど
で
税
控
除
を
目
的
に
申

告
す
る
も
の
で
、
課
税
を
目
的
と
す

る
固
定
資
産
税
の「
償
却
資
産
申
告
」

と
は
違
う
も
の
で
す
。
事
業
用
と
し

て
市
内
に
所
在
す
る
償
却
資
産
は
、

市
長
に
対
し
て
申
告
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

「
償
却
資
産
」と
は
？

　

固
定
資
産
税
で
い
う
「
償
却
資
産
」

と
は
、
土
地
、
家
屋
以
外
で
事
業
用
に

使
わ
れ
る
資
産
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

つ
ま
り
、会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
、

理
・
美
容
店
、
病
院
、
建
設
業
、
ア
パ
ー

ト
・
貸
家
経
営
、
農
業
な
ど
の
事
業
を

し
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に

使
用
す
る
構
築
物
や
機
械
、
機
具
（
器

具
）、
備
品
な
ど
が
償
却
資
産
に
当
た

り
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
業
用
に
使
っ
て
い
て
も
、

自
動
車
の
よ
う
に
自
動
車
税
（
軽
自
動

車
税
）
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
な

ど
は
、
償
却
資
産
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
償
却
資
産
の
免
税
点
は
、

１
５
０
万
円
で
す
。
所
有
し
て
い
る
償

却
資
産
の
評
価
額
（
課
税
標
準
額
）
の

合
計
が
１
５
０
万
円
未
満
の
場
合
、
固

定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
申

告
は
必
要
で
す
。

申
告
す
る
も
の
が
な
い
場
合

　

償
却
資
産
は
、
法
令
で
毎
年
申
告
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
や
、
免

税
点
未
満
と
な
る
場
合
で
も
申
告
が
必

要
で
す
。
正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
を

し
な
か
っ
た
、
ま
た
は
虚
偽
の
申
告
を

し
た
場
合
は
、
罰
金
な
ど
の
罰
則
規
定

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
の
方
法
は
？

　

12
月
下
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

そ
れ
に
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
記
入

し
、
１
月
末
日
ま
で
に
資
産
税
課
、
各

総
合
支
所
財
務
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
な
ど
で
使
用
す
る

減
価
償
却
資
産
明
細
書
や
事
業
主
で
管

理
し
て
い
る
固
定
資
産
台
帳
の
写
し
な

ど
、
資
産
の
内
訳
が
分
か
る
も
の
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
下
旬
を
過
ぎ
て
も
申
告
書
が
送

ら
れ
て
こ
な
い
人
や
新
規
に
事
業
を
開

始
し
た
人
は
、
資
産
税
課
、
各
総
合
支

所
財
務
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

具
体
的
な
対
象
物
は
？

　

１
月
１
日
現
在
で
所
有
し
て
い
る
事
業
用
の
構
築
物
や
機
械
、機
具
（
器
具
）、

備
品
な
ど
で
す
。
主
な
業
種
別
具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

工
場
や
商
店
、
農
業
を
営
ん
で
い
る
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
い

る
な
ど
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
所
有
し
て
い

る
償
却
資
産
を
、
市
役
所
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課　

☎
23

－

２
１
２
４

各
総
合
支
所
財
務
課　
　
　
　

申
告
申
告
のの
準
備
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

を
お
願
い
し
ま
す

1月は償却資産の

1月は償却資産の申告月です
申告月です
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◎
問
い
合
わ
せ

　

不
法
投
棄
・
屋
外
焼
却
の
情
報

　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
農
業
用

廃
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理

　

農
産
園
芸
課　

☎
23

－

２
４
２
５

　

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

違
法
な
ご
み
処
理

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
も
の
を
分
別
し
た
り
、
種

類
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
日
時
・
場
所
を

守
っ
て
ご
み
を
出
す
な
ど
、
ご
み
を
適

正
に
処
理
す
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
河
川
や
道
路
な
ど
の
公
共
の

場
所
、
人
目
に
つ
か
な
い
山
林
や
空
き

家
・
空
き
地
で
の
不
法
投
棄
の
ほ
か
、

家
庭
や
事
務
所
か
ら
出
る
ご
み
を
庭
先

や
空
き
地
で
燃
や
す
屋
外
焼
却
な
ど
、

違
法
な
ご
み
処
理
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
と
は
？

　

不
法
投
棄
と
い
え
ば
産
業
廃
棄
物
を

想
像
し
が
ち
で
す
が
、
何
気
な
く
ポ

イ
ッ
と
投
げ
捨
て
た
空
き
缶
や
弁
当
の

容
器
な
ど
も
不
法
投
棄
に
な
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
自
然
の
景
観
を
損
ね
る

ば
か
り
で
な
く
、
鉛
や
水
銀
な
ど
の
有

害
物
質
に
よ
る
水
質
・
土
壌
汚
染
を
引

き
起
こ
す
要
因
と
も
な
り
、
近
隣
住
民

の
健
康
へ
の
悪
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
家
電
品
の

処
分
や
汚
染
さ
れ
た
土
壌
の
処
理
費
用

な
ど
は
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
て
、
市
の

財
政
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
を
大
き

く
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

ご
み
な
ど
を
屋
外
で

燃
や
さ
な
い
で
！

　

ご
み
な
ど
を
屋
外
で
燃
や
す
行
為

は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
法
令
に
よ
り

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
に
は
、「
黒

い
煙
が
出
て
臭
い
が
す
る
」「
洗
濯
物

に
臭
い
が
つ
く
」
と
い
っ
た
ご
み
の
屋

外
焼
却
に
関
す
る
苦
情
が
数
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
燃
や
す
と
、
悪
臭
や
煙
に
よ

る
近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
だ
け
で
は

な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害

物
質
を
発
生
さ
せ
、
健
康
へ
の
影
響
も

心
配
さ
れ
ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ

ク
囲
い
、
簡
易
焼
却
炉
で
の
ご
み
の
焼

却
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
燃
や
せ
る

ご
み
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
に
き
ち
ん
と

分
別
を
し
て
、
決
め
ら
れ
た
日
に
決
め

ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
の
目
で

不
法
投
棄
を
な
く
そ
う

　

市
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
や
環
境
監
視
員

制
度
に
よ
り
、
こ
う
し
た
不
法
投
棄
を

監
視
し
て
い
ま
す
が
、
住
み
よ
い
ま
ち

を
守
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
庭
先
や
空
き
地
で
の
ご

み
の
焼
却
や
不
法
投
棄
な
ど
の
行
為
を

目
撃
・
発
見
し
た
場
合
に
は
、
早
め
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
不
法
投
棄
と
屋
外
焼
却
に

対
し
て
は
５
年
以
下
の
懲
役
、
１
、

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
の
い
ず
れ

か
、
ま
た
は
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
周
囲
の
人
に
も
こ

う
し
た
行
為
を
行
う
こ
と
の
な
い
よ

う
、
注
意
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム

の
屋
外
焼
却
お
よ
び
不
法
投
棄
も
処

罰
の
対
象
に
な
り
ま
す

　定期的に沖水川周辺をパトロールして、廃棄物の
有無や魚が死んでいないかなど環境の監視活動をし
ています。そのほか、年に数回公民館で環境映画の
上映会を開催したり、子ども育成会でごみ拾い活動
を行ったりしています。昔と比べると川原もごみが
多くて子どもたちが遊べる環境ではなくなってきて
いるのが残念です。子どもは大人の後ろ姿を見て育
ちます。子どもたちのいい見本になるようにポイ捨
てやごみの不法投棄はやめてほしいですね。

不
法
投
棄
・
違
法
な
ご
み
処
理

不
法
投
棄
・
違
法
な
ご
み
処
理

許
し
ま
せ
ん
！

し
ま
せ
ん
！

環境監視員
半代　守さん
（郡元町）
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地区 公私 保育所名 定員 所在地 電話番号 地区 公私 保育所名 定員 所在地 電話番号

姫
城

公 　姫城保育所 45 姫城町 22-2295

五
十
市

公 　たかお保育所 60 南鷹尾町 22‒0394
私 　天竜保育園 130 早鈴町 23-1301 私 　今町保育園 45 今町 39-2102
私 　下長飯保育園 120 下長飯町 39-1040 私 　五十市保育園 90 久保原町 22-2110
私 ●あゆみベビーホーム 60 甲斐元町 23-5246 私 　都島保育園 120 鷹尾一丁目 23-5622
私 ●相愛保育園 90 早鈴町 25-1879 私 ●すずらん保育園 60 南鷹尾町 24-3596
私 　早鈴保育園 60 早鈴町 24-3699 私 ●さつき保育園 60 都島町 23-5250
私 ●チャイルドセンターポピー園 130 早鈴町 25-9478 横

市
私 　もちお保育園 90 南横市町 22-5421

小
松
原

公 　大王保育所 45 平江町 22-2167 私 　都原保育園 120 都原町 22-4323
私 　アソカ保育園 120 小松原町 24-0450 公 　金田保育所 40 金田町 38-1325

沖
水

私 　志比田保育園 120 志比田町 23-2803 私 　高木保育園 70 高木町 38-1310
私 　ひばり保育園 90 大王町 23-0038 私 　都北保育園 200 都北町 38-1877
私 ●宮丸保育園 60 宮丸町 27-1541 私 　吉尾保育園 90 吉尾町 38-3027
私 　ぽっぽ保育所 60 前田町 24-7887 私 　山野原保育園 90 太郎坊町 38-3700
私 　かたひら保育園 60 志比田町 24-7745

志
和
池

公 　志和池保育・児童館 30 上水流町 36-0516

妻
ヶ
丘

公 　あやめ原保育所 45 菖蒲原町 22-2372 私 　まるの保育園 50 野々美谷町 36-0891
私 　上長飯保育園 90 上長飯町 22-4843 私 ●下水流保育園 50 下水流町 36-0535
私 ●一万城保育園 150 一万城町 23-2802 私 　こばと保育園 30 丸谷町 36-1091
私 　たんぽぽ保育園 90 一万城町 23-3313 庄

内
・
西
岳

私 　ルンビニ保育園 60 庄内町 37-0569

祝
吉

公 　郡元保育所 40 郡元町 22-1578 私 　乙房保育園 70 乙房町 37-1212
私 　いなり保育園 90 郡元四丁目 22-5974 私 　菓子野保育園 60 菓子野町 37-1766
私 　早水保育園 90 早水町 24-1826 私 　わかば保育園 30 高野町 33-1810
私 　並木保育園 60 上川東四丁目 24-1580

中
郷

公 　中郷保育所 40 安久町 39-0529
私 ●川東保育園 60 下川東二丁目 22-2210 私 　梅北保育園 60 梅北町 39-2869

私 　安久保育園 45 安久町 39-0218

地区 公私 保育所名 定員 所在地 電話番号 地区 公私 保育所名 定員 所在地 電話番号

山
之
口
町

公 　山之口中央保育所 60 花木 57‒2068
山
田
町

公 　山田中央保育所 90 山田 64‒3021
公 　山之口ふもと保育所 45 山之口 57‒2023 公 　木之川内保育所 30 山田 64‒1012
公 　山之口乳児保育所 30 花木 57‒2243 私 ●万ヶ塚保育園 50 山田 64‒1123
私 ●安楽地保育園 90 富吉 57‒2123 私 ●谷頭保育園 90 中霧島 64‒1051

高
城
町

公 　高城保育所 60 穂満坊 58‒2314

高
崎
町

私 　鳴峰保育園 60 大牟田 62‒2127
公 　有水保育所 60 有水 59‒9324 私 ●旭保育園 30 大牟田 62‒4106
私 　石山保育園 60 石山 58‒5931 私 　善長寺保育園 40 江平 62‒2125
私 　つみき保育園 30 穂満坊 58‒4585 私 ●前田保育園 30 前田 62‒1996
私 ●さかえ保育園 90 穂満坊 58‒2600 私 ●大牟田保育園 60 大牟田 62‒1989

私 ●縄瀬保育園 30 縄瀬 62‒3772
● 印のついている法人立保育所については、保育士の募集も行っています。詳しくは、直接保育園にお問い合わせください

◆総合支所管内の保育所

◆本庁管内の保育所など（定員は平成23年度の数です）　※公…公立保育所　私…法人立保育所

平成24年度 保育所（園）の
入所申し込みについて

◆受付期間

◆申込書交付・
　受付場所

◆入所の決定

12月5日㈪～ 22日㈭　※12月4日以前の受け付けはできません
この期間以降も、随時受け付けできますが、期間内に申し込んだ人を優先します。

入所を希望する保育所（園）、保育課、各総合支所健康福祉課
（各地区市民センターでは受け付けできません）
※入所理由が保護者などの ｢求職活動｣ による場合は、保育課、各総合支所健康福祉
　課の窓口のみで受け付けます

保育所入所の決定については、保育に欠ける要件の内容およびその緊急性、通園手段、
申し込みの順番などを総合的に判断して決定します。定員を超えた場合は、入所でき
ないこともあります。

保育課
山之口総合支所健康福祉課
高城総合支所健康福祉課

山田総合支所健康福祉課
高崎総合支所健康福祉課　

☎ 23-4894（直通）
☎ 57-3111（代表）
☎ 58-2311（代表）

☎ 64-1111（代表）
☎ 62-1111（代表）

◎問い合わせ
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応
援
し
て
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
都
城
の
未
来
の
た
め
に

ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
、
応
援
し
た

い
と
い
う
思
い
を
寄
付
と
い
う
形
で
実

現
す
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」。
県

外
で
暮
ら
す
家
族
や
友
人
な
ど
に
も
、

ぜ
ひ
「
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

経
営
戦
略
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
１
１
５

寄
付
金
の
活
用
方
法

　

寄
付
金
は
、
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た

い
と
い
う
人
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め

に
①
子
ど
も
支
援
、
②
ま
ち
づ
く
り
支

援
、
③
環
境
支
援
、
④
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
振
興
支
援
、
⑤
長
寿
支
援
、
⑥
特
別

支
援
（
新
燃
岳
災
害
対
策
な
ど
）
の
６

つ
の
目
的
に
活
用
し
ま
す
。

都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
応
援
団

　

市
で
は
、
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
人

を
「
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
応
援
団
」

の
団
員
と
し
て
登
録
し
、
寄
付
の
状
況

や
活
用
事
業
を
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、

前
年
度
寄
付
者
を
対
象
に
、
地
元
の
特

産
品
を
詰
め
合
わ
せ
た
「
都
城
ふ
る
さ

と
セ
ッ
ト
」
が
当
た
る
抽
選
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

申
込
方
法
は
？

　
「
都
城
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
申
出

書
」（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
（
〒
885

－

８
５
５
５
）、

ま
た
は
メ
ー
ル
で
経
営
戦
略
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が

で
き
な
い
人
は
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

寄付と一緒にメッセージが寄付と一緒にメッセージが
届きました！届きました！

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
、
６
月

１
日
か
ら
完
全
義
務
化
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
６
月
時
点
で
、
本
市
の

普
及
率
は
48
・
７
㌫
と
県
内
の
平
均
普

及
率
57
・
３
㌫
（
全
国
43
位
）
に
も
及
ば

な
い
低
い
状
態
で
す
。
ま
だ
、
設
置
し

て
い
な
い
人
は
、
自
分
の
た
め
家
族
の

た
め
に
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

消
防
局
予
防
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
22

－

８
８
８
４

ど
こ
に
設
置
す
れ
ば
い
い
の
？

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
「
寝
室
」
へ

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
階
な
ど
に
寝
室
が
あ
る
場
合
に
は
、

階
段
に
も
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
「
寝
室
」
と
「
階
段
」
に

設
置
す
る
の
？

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
６
割
が

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
就
寝
中

は
、
火
災
の
発
見
が
遅
れ
、
死
に
至
る

危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

い
ち
早
く
火
災
に
気
付
き
、
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
た
め
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

悪
質
な
販
売
に
ご
注
意
を
！

　

現
在
、
消
防
局
が
任
命
し
た
設
置
推

進
員
が
戸
別
訪
問
し
て
、
チ
ラ
シ
に
よ

る
設
置
啓
発
や
設
置
状
況
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
推
進
員
が
火
災

警
報
器
の
訪
問
販
売
や
、
特
定
の
業
者

あ
っ
せ
ん
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
消
防
職
員
の
名
を
か
た
っ
た
悪

質
な
訪
問
販
売
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

不
審
に
思
っ
た
ら
、
消
防
局
に
相
談
く

だ
さ
い
。

ど
こ
で
販
売
し
て
い
る
の
？

　

火
災
警
報
器
は
市
内
の
電
器
店
や
量

販
店
な
ど
で
購
入
で
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー

１
本
で
取
り
付
け
で
き
ま
す
。
購
入
す

る
と
き
に
は
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の

検
査
に
合
格
し
た
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
付
き
の

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

「NSマーク」のついた商品
を選びましょう

安
心
・
安
全
を
守
る
優
れ
も
の
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
済
み
ま
し
た
か
？
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ま ちのの話 題

古
墳
時
代
の
衣
装
を
着
て
コ
ー
フ
ン

古
墳
時
代
の
都
城
盆
地

　

講
演
や
体
験
を
通
じ
て
古
墳
時
代
の

暮
ら
し
を
知
っ
て
も
ら
う
「
ふ
る
さ
と

を
知
ろ
う
！　

古
墳
時
代
の
都
城
盆
地
」

が
10
月
22
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
来

場
者
ら
が
、
古
墳
時
代
の
衣
装
の
試
着

を
行
っ
た
ほ
か
、
ろ
く
ろ
体
験
や
都
城

盆
地
で
見
つ
か
っ
た
鏡
の
複
製
づ
く
り

に
挑
戦
。
当
時
の
権
力
者
の
衣
装
を
試

着
し
た
山
下
琳り

ん音
さ
ん
（
上
長
飯
小
４

年
）
は
「
お
姫
様
気
分
が
味
わ
え
て
楽

し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
で
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映

や
出
土
品
の
展
示
も
行
わ
れ
、
来
場
者

ら
が
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

大
人
顔
負
け
の
腕
前
披
露
！

子
供
ベ
ー
ゴ
マ
大
会

　

昔
な
が
ら
の
遊
び「
ベ
ー
ゴ
マ
」の
腕

前
を
競
う
大
会
が
10
月
22
日
、
都
城
島

津
邸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
、

児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
で
練
習
し
て
い
る
市

内
の
小
学
生
40
人
が
参
加
。
子
ど
も
た

ち
が
、「
チ
ッ
チ
の
チ
」
の
掛
け
声
に
合

わ
せ
勢
い
よ
く
台
に
向
け
て
腕
を
振
り

下
ろ
す
と
、
ベ
ー
ゴ
マ
は
互
い
に
ぶ
つ

か
り
合
い
、
一
方
が
台
か
ら
は
じ
き
出

さ
れ
る
た
び
に
観
客
か
ら
は
大
き
な
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
山や
ま

極ぎ
わ

茉ま

珠し
ゅ
う

さ
ん
（
明
道
小
２
年
）
は
「
初
め
て
の

大
会
で
た
く
さ
ん
勝
つ
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
い
。
も
っ
と
練
習
し
て
強
く
な

り
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
ぞ
我
が
屋
の
お
薦
め
の
逸
品

み
や
こ
ん
じ
ょ
逸
品
フ
ェ
ア

　

魅
力
あ
る
店
舗
や
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
店
主
た
ち
が
自
慢
の
商
品
を
売

り
出
す
み
や
こ
ん
じ
ょ
逸
品
フ
ェ
ア

が
、
10
月
15
日
か
ら
11
月
６
日
ま
で
市

内
の
24
店
舗
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
10
月
15
日
・
16
日
に
は
フ
ェ
ア

の
開
幕
に
合
わ
せ
て
展
示
会
を
イ
オ
ン

モ
ー
ル
都
城
駅
前
で
開
催
。
多
く
の
人

が
詰
め
掛
け
た
会
場
で
は
、
都
城
商
業

高
校
の
３
年
生
11
人
が
実
習
を
兼
ね
、

販
売
や
接
客
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

内
田
隼
人
君
（
３
年
）
は
「
接
客
の
難

し
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

就
職
活
動
に
つ
な
げ
た
い
」
と
意
気
込

ん
で
い
ま
し
た
。

元
気
に
遊
び　

元
気
に
笑
お
う

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

小
学
５
・
６
年
生
の
子
ど
も
か
ら
な

る
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
手

づ
く
り
で
企
画
・
運
営
す
る
子
ど
も
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
10
月
16
日
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
気
コ
ー
ナ
ー
の
お
化
け
屋
敷
に
は
、

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。
そ

の
ほ
か
に
も
路
線
バ
ス
や
人
力
車
の
乗

車
体
験
、
似
顔
絵
作
成
な
ど
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
豚
肉
や
ハ
ム
の
振
る
舞
い
も

行
わ
れ
、
終
日
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
お
化
け
屋
敷
を
体
験
し
た

坂
元
琳り
ん

音ね

さ
ん
（
中
霧
島
小
４
年
）
は

「
お
化
け
が
急
に
出
て
き
て
び
っ
く
り

し
た
」
と
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。
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ふ
る
さ
と
は
俺
た
ち
が
盛
り
上
げ

る
！　

を
合
言
葉
に
、
市
内
で
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
、
引
っ
張

り
だ
こ
の
プ
ロ
レ
ス
集
団
「
高
城
プ
ロ

レ
ス
」。
現
在
、
高
城
プ
ロ
レ
ス
は
、
末

永
真
人
会
長
を
中
心
に
総
勢
14
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
実
は
高
城
プ
ロ
レ
ス

の
メ
ン
バ
ー
は
、
高
城
町
商
工
会
青
年

部
員
。
建
設
業
や
中
古
車
販
売
業
、
牛

乳
販
売
業
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

高
城
プ
ロ
レ
ス
と
聞
け
ば
、
昭
和
50

年
代
に
青
年
団
で
構
成
さ
れ
、
テ
レ
ビ

番
組
で
話
題
に
登
っ
た
当
時
を
記
憶
し

て
い
る
人
も
多
い
は
ず
。
現
在
の
高
城

プ
ロ
レ
ス
は
「
自
分
た
ち
も
楽
し
め
て
、

周
り
の
人
た
ち
も
元
気
に
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
か
」
と
、
前
会
長
の
富

永
兼
司
さ
ん
が
、
平
成
18
年
に
結
成
し

ま
し
た
。　

　

春
先
や
夏
祭
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
シ
ー

ズ
ン
に
合
わ
せ
、
興
業
が
近
く
な
る
と
、

仕
事
を
終
わ
ら
せ
、
夜
に
は
練
習
場
と

し
て
借
り
受
け
た
倉
庫
に
集
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
練
習
と
言
え

ば
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
１
０
０
回
の

腕
立
て
伏
せ
…
で
は
な
く
、
演
出
を
交

え
た
打
ち
合
わ
せ
。
本
番
で
け
が
を
し

て
仕
事
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、「
真

剣
」
な
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
ま
す
。

　

プ
ロ
レ
ス
の
命
と
も
言
え
る
リ
ン
グ

は
、
ク
レ
ー
ン
の
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
や

鉄
工
所
へ
依
頼
し
て
製
作
し
た
支
柱
を

使
っ
た
特
製
。
興
業
で
は
、
分
解
し
て

現
地
で
組
み
立
て
る
作
業
を
容
易
に
す

る
た
め
の
工
夫
も
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

興
業
の
後
の
あ
が
り
の
出
費
が
か
さ

み
、
赤
字
と
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
け
れ
ど
も
「
依
頼
が
あ
れ
ば
、

ど
こ
へ
で
も
出
向
い
て
、
高
城
プ
ロ
レ

ス
の
元
気
を
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
笑
い
と
と
も
に
届
け
た
い
」
と
末
永

会
長
を
中
心
に
熱
い
思
い
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

真
剣
笑し
ょ
う

負ぶ

！　
高
城
プ
ロ
レ
ス

会
長　

末
永 

真ま
さ

人と

さ
ん（
写
真
後
列
中
央
）
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◎プロフィル
昭和47年１月17日生まれ、下長飯町出身。
東京で映像制作会社に勤務。ＣＭ、映画のエフェクトな
どを多数手掛けた後、渡米。Asylum Visual Eff ects
に入社。数々のハリウッド映画に関わる。昨年からアニ
メーションに特化した会社、Psyopに移り、CG スー
パーバイザーとなる。http://www.psyop.tv/

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
渡
米
し
て
、
早

い
も
の
で
も
う
12
年
に
な
り
ま
す
。

　

全
く
英
語
を
話
せ
な
い
状
態
で
ア

メ
リ
カ
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
今
で

は
映
画
、
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
作
品
の
エ

フ
ェ
ク
ト
を
手
が
け
る
チ
ー
ム
の

チ
ー
フ
と
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
最
近
、
日
本
で
公
開
さ
れ
た

も
の
と
し
て
は
、
ア
ン
ス
ト
ッ
パ
ブ

ル
と
い
う
特
急
列
車
の
Ｃ
Ｇ
に
関
り
、

そ
の
列
車
を
作
り
ま
し
た
。

　

過
去
の
主
な
作
品 

と
し
て
は「
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
バ
ト
ン
」「
パ
ー
ル
ハ
ー

バ
ー
」「
Ⅹ

－
Ｍ
ｅ
ｎ
」「
パ
イ
レ
ー

ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
」
な
ど
の

映
画
の
エ
フ
ェ
ク
ト
制
作
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

私
生
活
と
し
て
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
に
住
ん
で
い
て
も
日
本
の
ニ
ュ
ー

「
火
砕
流
」
の
お
は
な
し

　

火
砕
流
と
は
、
火
口
か
ら
噴
出
し

た
高
温
の
溶
岩
や
軽
石
、
火
山
灰
と

ガ
ス
の
混
合
体
が
、
高
速
で
地
表
を

流
れ
下
る
現
象
で
す
。
20
年
前
の
雲

仙
普
賢
岳
の
場
合
は
、
山
頂
付
近
に

成
長
し
た
溶
岩
ド
ー
ム
の
崩
落
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
新
燃
岳
の
噴
火
で
も
火
口
周
辺

に
火
砕
流
の
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
過
去
に
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ

（
宮
崎
県
え
び
の
市
、
鹿
児
島
県
湧

水
町
）
や
姶
良
カ
ル
デ
ラ
（
錦
江
湾

奥
）
を
形
成
し
た
と
い
わ
れ
る
大
規

模
な
噴
火
で
は
、
勢
い
よ
く
上
昇
し

た
噴
煙
の
柱
が
崩
れ
ド
ー
ナ
ツ
状
に

大
規
模
な
火
砕
流
が
発
生
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
約
３
万
年
前
に
錦
江
湾
奥

で
起
き
た
噴
火
で
は
、
南
九
州
一
帯

を
火
砕
流
が
襲
い
、
軽
石
や
火
山
灰

が
ご
く
短
い
期
間
で
分
厚
く
積
も
り
、

「
シ
ラ
ス
台
地
」
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
火
砕
流
は
霧
島
市
国
分
重

ス
は
毎
日
欠
か
さ
ず
見
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
ア
メ

リ
カ
人
の
同
僚
か
ら
両
親
や
友
達
の

安
否
、
励
ま
し
の
言
葉
を
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
加
え
都
城
で
は
新
燃

岳
の
噴
火
、
口
蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
の
災
難
が
続
く
た
び
に

都
城
の
事
を
思
い
、
遠
く
に
い
な
が

ら
心
は
皆
さ
ん
と
と
も
に
あ
り
ま
す
。

　

早
く
、
終
息
に
向
か
う
よ
う
、
微

力
な
が
ら
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
遠
く
に
い
て
も
、
宮
崎

の
事
は
考
え
て
い
て
、
将
来
的
に
Ｃ

Ｇ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
監
督
と
し
て

作
品
を
手
が
け
た
い
と
い
う
夢
も

持
っ
て
い
ま
す
が
、
人
材
発
掘
あ
る

い
は
ロ
ケ
場
所
な
ど
、
何
ら
か
の
形

で
宮
崎
、
都
城
に
貢
献
出
来
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

久
の
地
名
か
ら
入い

戸と

火
砕
流
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
火
砕
流
は
自
分
の
熱
と
重

さ
で
固
ま
り
、
溶よ

う

結け
つ

凝ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。本
市
の
関
之
尾

滝
、
曽
於
市
の
桐
原
の
滝
や
三
連
轟と
ど
ろ

、

小
林
市
の
須
木
の
滝
や
陰
陽
石
な
ど

は
今
か
ら
34
万
年
前
に
加
久
藤
カ
ル

デ
ラ
か
ら
噴
出
し
た
火
砕
流
に
よ
る

溶
結
凝
灰
岩
で
で
き
て
い
ま
す
。

【Pray For Japan
がんばれ 都城】

山下　祐一郎さん

入戸火砕流の想像図 「ふるさとの山霧島山」より

ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

今
回
は
、火
砕
流
と
シ
ラ
ス
台
地
の
形
成
に
つ
い
て　
　
　

紹
介
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

経
営
戦
略
課　

☎
23

－

２
１
１
５

ぼくの名前は

キリッチだよ！
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宮
崎
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

●
日
程　

平
成
24
年
５
月
13
日
㈰

●
場
所　

宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

●
開
催
競
技
（
部
門
）

【
個
人
】
陸
上
競
技
（
身
体
・
知
的
）、
水

泳
（
身
体
・
知
的
）、
卓
球
（
身
体
・
知

的
）、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
）、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身
体
・
知
的
）、
ボ
ウ

リ
ン
グ
（
知
的
）

【
団
体
】
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
）、
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
（
精
神
）

　

１
月
20
日
㈮
ま
で
に
福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０　

Fax 

24

－

１
１
８
８

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
広
告
主

　

平
成
24
年
度
に
使
用
す
る
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
の
広
告

主
を
募
集
し
ま
す
。

●
カ
レ
ン
ダ
ー
の
枚
数

６
万
２
、０
０
０
枚

●
募
集
期
間　

12
月
28
日
㈬
ま
で

●
広
告
の
申
し
込
み
・
料
金　

市
と
契
約

し
た
広
告
代
理
店
が
取
り
扱
い
ま
す

　

環
境
業
務
課　

☎
24

－

５
５
６
０

消
防
出
初
式

●
日
時　

平
成
24
年
１
月
８
日
㈰

８
時
30
分
開
始
（
雨
天
時
10
時
30
分
）

●
会
場　

沖
水
川
市
民
緑
地
（
国
道
10
号

沖
水
橋
下
河
川
敷
）

※
雨
天
時
は
消
防
局
体
育
館

●
内
容　

消
防
団
が
行
う
通
常
点
検
や
一

斉
放
水
、
分
列
行
進
な
ど

　

危
機
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
９

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
マ
リ
ン
バ
と
ピ
ア
ノ
】

●
日
時　

12
月
22
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

杉
村
亜
矢
子
さ
ん
、
河
野
由
美

子
さ
ん
、
安
丸
節
子
さ
ん

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

高
齢
者
趣
味
の
教
室

ち
ぎ
り
絵
展　

●
展
示
期
間　

12
月
２
日
㈮
〜
16
日
㈮
の
午
前
中
ま
で

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

　

福
祉
課　

☎
23

－

３
１
０
２

都
城
市
教
育
委
員
会
主
催

生
涯
学
習
初
級
講
座

　

短
期
の
講
座
（
全
４
回
）
を
開
催
し
ま

す
。
受
講
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
開
催
し
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
参
加
希
望
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
定
員　

各
講
座
10
〜
20
人

●
対
象　

一
般
成
人
の
初
心
者

●
受
講
料　

無
料（
教
材
費
は
別
途
必
要
）

●
教
室
名
・
場
所
・
日
時
・
締
切

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル

①
中
央
公
民
館　

毎
週
火
曜
日（
１
／
10 

㈫
〜
）

　

10
時
〜
11
時　

締
切
：
12
／
27
㈫

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

　

毎
週
土
曜
日
（
１
／
７
㈯
〜
）

　

19
時
〜
20
時　

締
切
：
12
／
27
㈫

ス
テ
ッ
プ
体
操

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

　

１
／
17
㈫
・
31
㈫
、
２
／
７
㈫
・
21
㈫

　

14
時
〜
15
時　

締
切
：
１
／
７
㈯

②
妻
ヶ
丘
地
区
公
民
館

　

１
／
７
㈯
・
21
㈯
、
２
／
11
㈯
・
18
㈯

　

10
時
〜
11
時　

締
切
：
12
／
27
㈫

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
美
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

小
松
原
地
区
公
民
館　

毎
週
金
曜
日
（
１
／
６

㈮
〜
）
13
時
30
分
〜
15
時　

締
切
：
12
／
27
㈫

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
で
ダ
イ
エ
ッ
ト

妻
ヶ
丘
地
区
公
民
館　

１
／
11
㈬
・
18
㈬
、
２
／
１
㈬
・
８
㈬

13
時
30
分
〜
15
時
30
分　

締
切
：
12
／
27
㈫

着
付
け
（
七
草
〜
一
般
成
人
）

指
導
者
宅
（
若
葉
町
）

12
／
17
㈯
・
24
㈯
、
１
／
７
㈯
・
14
㈯

14
時
〜
16
時　

締
切
：
12
／
13
㈫

ヨ
ガ

祝
吉
地
区
公
民
館　

毎
週
水
曜
日
（
１
／
11
㈬

〜
）
10
時
〜
11
時
30
分　

締
切
：
12
／
27
㈫

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０
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祉
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す

●
定
員　

１
０
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

●
受
講
条
件　

全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

●
託
児　

相
談
に
応
じ
ま
す

　

12
月
22
日
㈭
ま
で
に
各
地
区
公
民

館
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
受
講
申
込
書
に

記
入
の
上
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出
、

ま
た
は
電
話　

☎
25

－

２
１
２
３

地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
（
無
料
）

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開
業
と
起
業
家
と
し
て
の
マ
ナ
ー

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開
業
の
た
め
に
必
要

な
ス
キ
ル
な
ど
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

平
成
24
年
１
月
24
日
㈫
・
26
日

㈭
・
27
日
㈮　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
定
員　

20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
あ
り

　

１
月
13
日
㈮
ま
で
に
都
城
地
域
雇

用
創
造
協
議
会　

☎
23

－

２
４
１
２

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校
訓
練
生

●
コ
ー
ス
名
・
日
時
・
開
講
日
・
受
講
料

パ
ソ
コ
ン
科
エ
ク
セ
ル
初
心
者
向
け
コ
ー
ス（
３
カ
月
）

パ
ソ
コ
ン
科
エ
ク
セ
ル
資
格
取
得
コ
ー
ス（
３
カ
月
）

毎
週
月
・
木
曜
日　

18
時
〜
21
時　

平
成
24
年
１
月
12
日
㈭　

４
万
２
、０
０
０
円

Ｃ
Ａ
Ｄ
建
築
科
（
３
カ
月
）

毎
週
月
・
木
曜
日　

18
時
〜
21
時　

平
成
24
年
１
月
12
日
㈭　

４
万
７
、０
０
０
円

洋
裁
科
（
６
カ
月
）　

毎
週
コ
ー
ス

毎
週
木
曜
日　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分　

平
成
24
年
１
月
12
日
㈭　

４
万
円

洋
裁
科
（
６
カ
月
）　

隔
週
コ
ー
ス

第
２
・
４
土
曜
日　

９
時
〜
13
時　

平
成
24
年
１
月
14
日
㈯　

２
万
円

手
編
科
（
１
年
）

毎
週
火
曜
日　

10
時
〜
15
時　

平
成
24
年
１
月
17
日
㈫　

５
万
円

着
付
科
（
３
カ
月
）

毎
週
木
曜
日　

①
午
前
の
部　

10
時
〜
12
時

②
午
後
の
部　

13
時
〜
15
時

③
夜
間
の
部　

19
時
〜
21
時

平
成
24
年
１
月
12
日
㈭　

１
万
１
、０
０
０
円

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科
（
６
カ
月
）

①
隔
週
金
曜
日　

９
時
〜
12
時　

平
成
24
年
１

月
６
日
㈮　

②
隔
週
土
曜
日　

９
時
〜
12
時

平
成
24
年
１
月
14
日
㈯　

２
万
１
、０
０
０
円

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23

－

２
３
１
６

パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

12
／
14
㈬　

10
時
〜
13
時
30 

分

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ン
、
編
み
パ
ン

12
／
28
㈬　

10
時
〜
13
時
30 

分

ス
イ
ー
ト
レ
ー
ズ
ン
、
プ
チ
フ
ラ
ン
ス

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

●
費
用　

２
、５
０
０
円（
材
料
費
、軽
食
・

飲
み
物
代
含
む
）

●
定
員　

12
人

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ベ
ー

カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

☎
58

－

２
０
８
８

障
が
い
者
趣
味
の
教
室（
無
料
）

　

市
内
に
居
住
す
る
障
害
が
あ
る
人
を
対

象
に
趣
味
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
教
室
・
開
催
日
・
時
間

料
理
第
１
・
３
火
曜
日
９
時
30
分

　
　

〜
11
時
30
分

書
道
第
２
・
４
火
曜
日

手
芸
第
２
・
４
木
曜
日

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館

※
材
料
代
な
ど
は
自
己
負
担

　

総
合
福
祉
会
館　

　
　
　

☎
23

－

５
１
５
９

生
活
・
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業

す
ま
い
る
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
住
民
の

在
宅
生
活
を
幅
広
く
支
援
す
る
「
す
ま
い

る
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

●
日
時　

平
成
24
年
１
月
19
日
㈭
・
25
日

㈬
（
ま
た
は
26
日
㈭
）、
２
月
２
日
㈭
・

９
日
㈭
・
16
日
㈭
・
23
日
㈭
、
３
月
１
日

㈭
・
６
日
㈫　

13
時
30
分
〜

※
１
月
25
日
・
26
日
は
、
９
時
30
分
〜

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●
内
容　

消
費
者
問
題
、
心
肺
蘇
生
法
と

A
E
D
講
習
、介
護
予
防
体
操
、
市
の
福
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女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

12
月
13
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

12
月
20
日
㈫ 　

13
時
〜
16
時

※ 

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
や
心
の
健
康
に
関
す
る

問
題
、
不
眠
、
抑
う
つ
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
、
そ
の
ほ
か
の
依
存
に
関
す
る
相
談
に

精
神
科
の
医
師
が
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

12
月
15
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

都
城
保
健
所

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

12
月
27
日
㈫

　
　
　
　

13
時
〜
14
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

●
対
象　

１
カ
月
〜
１
歳
未
満　

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

多
重
債
務
や
悪
質
商
法
な
ど
消
費
生
活

に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

12
月
16
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
す
く
す
く
」

●
日
程
・
内
容

12
／
20
㈫
ク
リ
ス
マ
ス
会

１
／
17
㈫
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

●
時
間　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
費
用　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
０
０
円

※
要
予
約

　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

☎
58

－

６
８
０
０

平
成
24
・
25
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
定
期
受
付

　

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
な
ど
の
競
争

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
日

程
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
物
品
・
印
刷
お
よ
び
役
務
に
つ

い
て
は
、
平
成
24
・
25
年
度
の
定
期
受
付

か
ら
申
請
時
期
を
８
月
に
変
更
し
、
有
効

期
間
を
平
成
24
年
10
月
か
ら
２
年
間
と
し

ま
す
。
現
在
の
参
加
資
格
の
有
効
期
限
は

平
成
24
年
９
月
30
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

現
在
、
参
加
資
格
を
持
た
な
い
人
で
参
加

を
希
望
す
る
人
は
、
受
け
付
け
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。

●
業
種
・
日
程

【
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
】

平
成
24
年
１
月
11
日
㈬
〜
27
日
㈮

【
建
設
工
事
】

平
成
24
年
２
月
１
日
㈬
〜
17
日
㈮

【
物
品
・
印
刷
（
事
務
用
品
、
Ｏ
Ａ
機
器
、
薬
品
、

原
材
料
、
被
服
、
電
気
機
器
、
自
動
車
、
印
刷

な
ど
）】

【
役
務
（
清
掃
、
警
備
な
ど
の
施
設
管
理
、
調

査
測
定
業
務
、
ガ
ス
供
給
、
そ
の
他
施
設
点
検

な
ど
）】

12
月
19
日
㈪
〜
平
成
24
年
１
月
27
日
㈮

※ 
有
効
期
間
は
平
成
24
年
４
月
１
日
〜
９
月
30

日
ま
で
の
半
年
間

※ 

申
請
要
領
な
ど
は
12
月
上
旬
に
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

　

契
約
課　

☎
23

－

２
１
２
２
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
予
定

都
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
22

－

１
６
５
９

12 
／ 

14
㈬　

10
時
〜　

お
母
さ
ん
の
た
め
の
癒
し
の
コ
ン
サ
ー
ト

場
所
：
庄
内
地
区
公
民
館　

※
要
申
し
込
み

12
／
19
㈪　

13
時
30
分
〜　

ク
リ
ス
マ
ス
会

場
所
：
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　

参
加
費
：

１
０
０
円　

対
象
：
０
・
１
歳
の
親
子

12
／
21
㈬　

10
時
〜　

 

お
母
さ
ん
の
た
め
の
癒
し
の
コ
ン
サ
ー
ト

場
所
：
志
和
池
地
区
公
民
館　

※
要
申
し
込
み

山
之
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
57

－

３
２
９
８

12
／
27
㈫　

10
時
〜　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
ぼ
う
！

１
／
５
㈭　

９
時
30
分
〜　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
「
な
か
よ
し
広
場
」

１
／
10
㈫　

10
時
30
分
〜　

散
歩
の
日

１
／
24
㈫　

10
時
〜　

下
富
吉
体
育
館
で
あ
そ
ぼ
う
！

山
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
64

－

３
１
７
１

12
／
15
㈭　

10
時
〜　

「
英
語
で
遊
ぼ
う
！
」
歌
や
絵
本
、
リ
ズ
ム
遊

び
を
通
し
て
英
語
に
親
し
み
ま
す

12
／
22
㈭　

10
時
〜　

ク
リ
ス
マ
ス
会

※
要
申
し
込
み
。
会
費
あ
り

１
／
12
㈭　

10
時
〜　

た
こ
作
り

１
／
19
㈭　

10
時
〜　

マ
ラ
ソ
ン
・
た
こ
あ
げ
大
会

※ 

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
特
別
採
捕

　

平
成
24
年
３
月
５
日
ま
で
県
内
各
河
川

に
お
い
て
、
県
内
に
お
け
る
増
養
殖
用
の

稚
魚
の
供
給
を
目
的
と
し
た
、
シ
ラ
ス
ウ

ナ
ギ
の
特
別
採
捕
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

採
捕
で
き
る
の
は
、
漁
協
の
組
合
員
な

ど
で
知
事
の
許
可
を
受
け
た
人
で
す
。
許

可
を
受
け
て
い
な
い
人
が
採
捕
す
る
と
、

犯
罪
行
為
と
し
て
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
う
な
ぎ
稚
魚
の
取
扱
い
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
く
県
の
登
録
を
受
け

ず
に
、
全
長
25
㌢
以
下
の
う
な
ぎ
稚
魚
の

所
持
・
売
買
を
行
っ
た
場
合
も
同
様
に
処

罰
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

県
水
産
政
策
課

　
　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
１
４
６

雇
用
促
進
税
制
が
ス
タ
ー
ト

　

雇
用
促
進
計
画
を
事
業
年
度
開
始
後
２

カ
月
以
内
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
、

１
年
間
で
５
人
以
上
（
中
小
企
業
は
２
人

以
上
）
で
10
㌫
以
上
従
業
員
数
を
増
加
さ

せ
た
事
業
主
に
対
し
、
税
制
優
遇
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

従
業
員
数
の
増
加
１
人
当
た
り
20
万
円

の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
、
当
期
の
法
人

税
額
10
㌫
（
中
小
企
業
な
ど
に
つ
い
て
は

20
㌫
）
が
限
度
で
す
。

●
対
象
と
な
る
事
業
主
の
要
件

① 

青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
事
業
主
で
あ

る
こ
と

② 

適
用
年
度
と
そ
の
前
事
業
年
度
に
、
事

業
主
の
都
合
に
よ
る
離
職
者
が
い
な
い

こ
と

③ 

適
用
年
度
に
雇
用
者
（
雇
用
保
険
一
般

被
保
険
者
）
の
数
を
５
人
以
上
（
中
小

企
業
の
場
合
は
２
人
以
上
）
で
10
㌫
以

上
増
加
さ
せ
て
い
る
こ
と

④ 

適
用
年
度
に
お
け
る
給
与
な
ど
の
支
給

額
が
、
比
較
給
与
等
支
給
額
以
上
で
あ

る
こ
と

⑤ 

風
俗
営
業
な
ど
を
営
む
事
業
主
で
な
い

こ
と

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
　

☎
22

－

１
７
４
５

予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
の
追
加

●
追
加
医
療
機
関　

早
水
公
園
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
早
水
町
４
５
０
３

－

16
）

●
予
防
接
種
の
種
類　

①
三
種
混
合
、
二

種
混
合
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
日
本
脳
炎
、
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

②
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
高
齢
者
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ

　

①
は
こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

　
　

②
は
健
康
課　
　

☎
23

－

２
７
６
５

戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る
特
別
給
付
金

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
対
象

と
な
る
人
で
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
人

は
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国

の
地
域
の
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22

年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

●
受
付
期
間　

平
成
24
年
３
月
末
日
ま
で

　

平
日
の
９
時
〜
18
時
に
（独）
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金　

☎
０
５
７
０

－

０
５
９

－

２
０
４
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平
成
24
年
分
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
各

自
の
申
請
に
基
づ
い
て
調
製
さ
れ
ま
す
。

一
定
の
要
件
に
基
づ
い
て
調
製
さ
れ
る
名

簿
に
登
載
さ
れ
な
い
と
、
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
の
投
票
な
ど
が
で
き
ま
せ
ん
。
現

在
登
載
さ
れ
て
い
る
人
も
毎
年
、
申
請
が

必
要
で
す
。
な
お
、
都
城
市
で
は
、
平
成

24
年
が
選
挙
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
本
庁
管
内
の
農
事
振
興
会

ま
た
は
総
合
支
所
管
内
の
自
治
公
民
館
を

通
じ
て
配
布
さ
れ
た
も
の
、
ま
た
は
農
業

委
員
会
事
務
局
、
各
総
合
支
所
産
業
振
興

課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ

る
用
紙
を
利
用
し
、
平
成
24
年
１
月
10
日

㈫
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

－

７
８
６
８

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

【
都
城
市
食
育
・
地
産
地
消
推
進
計
画（
案
）】

　

平
成
24
年
度
か
ら
28
年
度
に
か
け
て
市

が
推
進
し
て
い
く
食
育
・
地
産
地
消
の
計

画
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
求
め
ま
す
。

●
公
表
の
場
所　

農
政
課
、
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
（
市
役
所
東
館
２
階
）、
各
総
合

支
所
総
務
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー　

●
意
見
の
募
集
期
間

12
月
５
日
㈪
〜
平
成
24
年
１
月
６
日
㈮

　

農
政
課

☎
23

－

２
７
６
８　

Fax 

23

－

６
３
５
８

nosei@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

【
第
５
期
都
城
市
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ

び
介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）】

　

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
に
か
け
て
の

第
５
期
都
城
市
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
広
く
意

見
を
求
め
ま
す
。

●
公
表
の
場
所　

介
護
保
険
課
、
福
祉
課
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
東
館
２
階
）、

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー　

●
意
見
の
募
集
期
間

12
月
13
日
㈫
〜
平
成
24
年
１
月
17
日
㈫

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
１
１
４　

Fax 

23

－

２
１
４
３

kaigo@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

福
祉
課　
　
　

☎
23

－

３
１
０
２　

Fax 
24

－

１
１
８
８　

shogaifukushi@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

●
意
見
の
提
出
書
類

　

各
公
表
の
場
所
に
設
置
し
て
あ
る
「
意

見
・
情
報
提
出
書
」
を
利
用
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

●
提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体
名
を
明
記
の

上
、
封
書
で
担
当
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
各

総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も

提
出
で
き
ま
す
。
氏
名
、
住
所
な
ど
の
記

載
が
な
い
意
見
に
対
し
て
は
、
市
の
考
え

方
を
公
表
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
対
象　

要
介
護
１
〜
５
ま
た
は
そ
れ
に

準
ず
る
状
態
の
65
歳
以
上
の
人
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
65
歳
以
上
で
身
体

障
害
者
手
帳
２
級
の
人
で
、
身
体
の
障
が

い
や
傷
病
な
ど
の
理
由
で
、
本
人
ま
た
は

同
居
家
族
に
よ
る
寝
具
の
衛
生
管
理
が
困

難
な
人

※
入
院
、
入
所
者
は
除
く

●
利
用
料　

４
０
０
円

●
洗
濯
内
容　

掛
け
布
団
、
敷
布
団
、
毛

布
（
各
１
点
）

●
申
し
込
み　

12
月
22
日
㈭
ま
で
に
各
地

区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

●
寝
具
の
回
収
日　

平
成
24
年
１
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮

※ 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み
の
布
団
な
ど
の
配

達
は
、
回
収
日
か
ら
約
１
週
間
後

●
回
収
時
準
備
す
る
も
の　

印
鑑
、
利
用

料
４
０
０
円
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
布
団

●
そ
の
他　

市
の
委
託
業
者
が
自
宅
へ
回

収
・
配
達
し
ま
す
。
回
収
の
時
間
は
、
後

日
市
か
ら
連
絡
し
ま
す
。
ま
た
、回
収
日
・

配
達
日
に
は
必
ず
家
族
、
本
人
の
立
会
い

を
お
願
い
し
ま
す

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４
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休
日
急
病
診
療
機
関 

●
診
療
時
間　

９
時
〜
18
時　

※
歯
科
は
17
時
ま
で

　

診
療
機
関
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
医
師
会
は
☎
23

－

５
５
５
５
、
歯
科
医
師
会
は
☎
25

－
４
１
０
０
）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

中
小
企
業
退
職
金
等

共
済
制
度
加
入
促
進
事
業

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
お
よ
び
特

定
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
事
業
主
に
掛
け
金

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
補
助
内
容　

従
業
員
１
人
に
つ
き
５
、

０
０
０
円
を
事
業
主
に
補
助（
１
回
限
り
）

●
申
請
期
限　

12
月
22
日
㈭

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

●
そ
の
他　

該
当
事
業
所
に
送
付
し
て
い

る
申
請
書
に
記
入
の
上
、
持
参
く
だ
さ
い

　

工
業
振
興
課　

☎
23

－

２
７
５
３

宝
く
じ
助
成
事
業

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行

っ
て
い
る
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
の
助
成

を
受
け
て
、
志
和
池
地
区
の
寿
万
寺
自
治

公
民
館
と
西
岳
地
区
の
荒
川
内
自
治
公
民

館
が
屋
外
無
線
放
送
施
設
を
整
備
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
連
絡
が
素
早

く
広
範
囲
に
で
き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　

☎
23

－

７
１
４
６

医
療
機
関
名

電
話
番
号

12/18 ㈰
有
川
医
院
（
呼
・
内
）

24
－

６
６
７
７

早
水
公
園
ク
リ
ニ
ッ
ク（
内
・
小
・
外
・
ｱﾚ
・
胃
）
36

－

６
１
１
７

志
々
目
医
院
（
内
・
小
）

57
－

２
０
０
４

宗
正
病
院
（
外
）

22

－

４
３
８
０

庄
内
医
院
（
整
・
ﾘﾊ
）

37

－

０
５
２
２

宮
田
眼
科
（
眼
）

22

－

１
４
４
１

五
反
田
歯
科
医
院

24

－

８
８
３
３

12/23 ㈮
田
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
）

24

－

０
６
０
０

あ
き
と
内
科
胃
腸
科（
内
・
胃
）
46

－

５
５
０
０

た
け
し
た
こ
ど
も
医
院（
小
）
51

－

０
０
０
５

福
島
外
科
（
外
・
胃
）

38

－

１
６
３
３

横
山
病
院
（
泌
・
消
）

22

－

２
８
０
６

武
田
産
婦
人
科
（
産
・
婦
）
22

－

０
３
３
６

さ
い
と
う
歯
科

26

－

８
１
４
８

12/25 ㈰
三
嶋
内
科
（
内
）

24

－

７
１
７
１

戸
嶋
病
院
（
内
）

22

－

１
４
３
７

山
田
医
院
（
内
・
小
・
ﾘｳ
・
ｱﾚ
）
64

－

２
８
１
６

柳
田
病
院
（
脳
・
外
）

22

－

４
８
６
２

寺
本
整
形
（
整
）

22

－

１
１
７
１

中
山
耳
鼻
科
（
耳
鼻
）

24

－

２
６
４
８

シ
ゲ
シ
ロ
歯
科
医
院

24

－

７
８
３
３

12/29 ㈭
森
山
内
科
・
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
内
）
21

－

５
０
０
０

松
山
医
院
（
内
・
呼
・
ﾘｳ
）
24

－

１
０
４
６

仮
屋
医
院
（
内
・
小
）

36

－

０
５
２
１

三
州
病
院
（
外
・
胃
・
内
）
22

－

０
２
３
０

石
井
皮
膚
科
（
皮
）

23

－

４
５
８
８

い
そ
い
ち
産
婦
人
科（
産
・
婦
）
22

－

４
５
８
５

是
枝
歯
科
医
院

36

－

２
２
６
０

みやざき医療ナビ

医
療
機
関
名

電
話
番
号

12/30 ㈮
坂
元
医
院
（
内
・
胃
）

22

－

０
３
６
０

原
田
医
院
（
内
・
小
・
外
）
26

－

３
３
３
０

田
中
隆
内
科
（
内
）

52

－

０
３
０
１

飯
田
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
整
）
46

－

５
１
１
５

安
藤
医
院
（
消
・
外
・
内
）
39

－

２
２
２
６

小
山
田
眼
科
（
眼
）

22

－

０
７
１
０

柴
田
歯
科
医
院

26

－

５
８
５
８

12/31 ㈯
は
し
ぐ
ち
小
児
科
（
小
）

24

－

５
５
０
０

ベ
テ
ス
ダ
ク
リ
ニ
ッ
ク（
内
）
22

－

１
７
０
０

出
水
医
院
（
内
）

59

－

９
４
２
４

よ
し
か
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク（
麻
・
整
・
内
）
23

－

９
３
８
４

い
き
形
成
外
科
ひ
ふ
科（
形
・
皮
）
45

－

０
０
２
０

す
み
産
婦
人
科
（
産
・
婦
）
23

－

１
１
５
２

土
持
歯
科
医
院

25

－

８
１
４
８

●
休
日
当
番
薬
局

12
／
18
㈰
さ
わ
や
か
、調
剤
く
ら
は
ら
、

ひ
む
か
蔵
原

12
／
23
㈮
ハ
ー
ト
フ
ル
、
キ
ャ
ロ
ッ
ト
、

み
ま
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
都
北
町
、

そ
う
ご
う
た
か
お
、
ひ
む
か
蔵
原

12
／
25
㈰
か
か
り
つ
け
祝
吉
、東
町
、妻
ケ
丘
、

き
り
し
ま

12
／
29
㈭
ひ
む
か
24
時
、
ふ
れ
あ
い
川
東
、

そ
う
ご
う
志
和
池
、
そ
う
ご
う
花

繰
、
古
川
調
剤

12
／
30
㈮
か
じ
や
牟
田
町
、
調
剤
日
研
、

と
よ
み
つ
調
剤

12
／
31
㈯
ウ
エ
ス
ト
、
ト
ロ
ン
、

前
田
町
椎
の
木
、
ト
ロ
ン
年
見

寿万寺自治公民館

荒川内自治公民館

◎
み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ
も
利
用
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.e-navi.pref.m

iyazaki.lg.jp
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新に
い

納ろ

院
高
城
古
戦
場
図　
　
　
　

　

天
正
６
年
（
１
５
７
８
）、
大
友
宗そ

う

麟り
ん

は
、

日
向
か
ら
敗
走
し
た
伊
東
義よ

し

祐す
け

の
求
め
に

応
じ
て
軍
勢
を
繰
り
出
し
ま
し
た
。
大
友

勢
の
出
軍
を
知
っ
た
島
津
氏
は
、
新
納
院

高
城
（
現
木
城
町
）
に
島
津
家
久
を
入
れ

て
支
援
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
の
両

者
が
衝
突
し
て
、
耳
川
の
戦
い
が
始
ま
り

ま
し
た
。
大
友
勢
が
当
初
押
し
て
い
ま
し

た
が
、
次
第
に
島
津
方
が
勝
り
、
つ
い
に

大
友
勢
が
敗
走
し
て
、
耳
川
に
て
大
敗
北

を
喫
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
図
は
そ
の
際
の
島
津
、
大
友
の
軍
勢

が
配
置
さ
れ
た
様
子
を
描
い
た
も
の
で
す
。

高
城
に
島
津
方
が
籠こ
も

り
、
そ
の
北
側
に
大

友
軍
が
大
き
く
軍
を
展
開
し
、
島
津
方
が

高
城
川
を
隔
て
た
南
側
の
台
地
上
に
陣
取

っ
て
い
た
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
て
、

い
か
に
大
き
な
戦
だ
っ
た
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
北ほ
ん

郷ご
う

家
も

こ
の
戦
に
参
加
し
て

お
り
、
本
図
中
央
に

見
え
る
北
郷
八
幡
に
、

戦
死
し
た
北
郷
蔵く
ら

人ん
ど

の
墓
が
あ
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
城
島
津

都城市立図書館　●休館日／12月19日・23日・26日・28日～３1日、1月1日～ 4日・9日・10日 ●開館時間／9：30 ～18：50
高城図書館　　　●休館日／12月18日・20日・23日・27日～31日、1月1日～ 4日・9日・10日・15日 ●開館時間／9：30 ～18：00

図
書
館
だ
よ
り

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22
-0
2
3
9

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58
-4
2
2
4

◎
問
い
合
わ
せ

12
月
16
日→

1
月
22
日

「
ラ
ー
メ
ン
と
愛
国
」

速
水
健
朗
（
著
）
講
談
社
（
発
行
）

ラ
ー
メ
ン
は
な
ぜ
国
民
食
と
な
り
得
た
の
か
？

そ
れ
は
戦
後
の
食
糧
事
情
の
悪
さ
と
米
国
の
小
麦

戦
略
だ
っ
た
。
ラ
ー
メ
ン
の
「
進
化
」
と
戦
後
日
本

の
「
変
動
」
を
重
ね
合
わ
せ
、
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
物

差
し
か
ら
現
代
史
を
読
み
解
く
一冊
。

今
月
の
お
す
す
め
の
本

「
ぼ
く
が
写
真
家
に
な
っ
た
理わ

由け

」

水
口
博
也
（
著
）
丸
善
出
版
（
発
行
）

「
撮
る
」
こ
と
は
「
と
も
に
生
き
る
」
こ
と
。
白
鯨
の

赤
ち
ゃ
ん
の
子
守
り
役
と
な
っ
た
著
者
が
ク
ジ
ラ
に
教

え
ら
れ
た
経
験
を
生
か
し
、
写
真
家
と
し
て
成
長
し

て
い
く
過
程
を
写
真
と
と
も
に
描
い
て
い
ま
す
。

【
都
城
市
立
図
書
館
】
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

お
話
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
12
月
22
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会　
●
１
月
14
日
㈯　

14
時
30
分
〜

　

内
容　

シ
ン
ド
バ
ッ
ド
の
ぼ
う
け
ん
（
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
物
語
）

【
高
城
図
書
館
】

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
12
月
17
日
㈯
・
1
月
21
日
㈯　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必
ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン　

読
み
聞
か
せ
会

●
12
月
24
日
㈯　

11
時
〜

ゆ
め
の
お
く
り
も
の　

読
み
聞
か
せ
会

●
1
月
14
日
㈯　

11
時
〜

児
童

一
般

選
挙
の
は
な
し 

8

　
　

  

政
治
家
の
寄
付
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

現
に
公
職
に
あ
る
者
や
選
挙
の
候
補

者
・
立
候
補
予
定
者
は
、
い
か
な
る
理
由

が
あ
ろ
う
と
、
選
挙
区
内
の
人
に
寄
付
を

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

私
た
ち
有
権
者
も
寄
付
を
求
め
た
り
、
受

け
取
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
贈
ら
な
い
」「
求
め
な
い
」「
受
け
取
ら

な
い
」
の
三
な
い
運
動
の
ル
ー
ル
を
守
り
、

明
る
い
選
挙
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

  

ど
ん
な
寄
付
が
ダ
メ
な
の
？

　

病
気
見
舞
い
や
会
合
へ
の
金
銭
・
飲
食

物
の
差
し
入
れ
、
葬
式
の
花
輪
・
供
花
、

入
学
祝
い
、
卒
業
祝
い
、
出
産
祝
い
、
お

中
元
、
お
歳
暮
な
ど
が
寄
付
に
あ
た
り
罰

則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
政
治

家
自
ら
が
出
席
し
て
、
通
常
一
般
の
社
交

の
程
度
の
結
婚
祝
い
や
香
典
を
贈
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

◎
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会　

☎
23

－

７
８
６
４
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●
私
の
職
場
の
近
く
で
も
毎
日
、
子
ど
も
見
守

り
隊
が
、
登
下
校
の
子
ど
も
た
ち
に
声
掛
け

を
し
て
い
ま
す
。
私
も
退
職
後
は
、
地
域
の

た
め
に
何
か
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
な
ぁ
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
高
崎
町　

ウ
ォ
ー
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
さ
ん
）

●
今
年
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
話
題
に
な
る

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
感
染
予
防
の
た
め
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
、
う
が
い
を
心
掛

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
庄
内
町　

庄
内
の
み
い
ち
ゃ
ん
）

●
20
年
以
上
先
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
、

通
勤
と
送
り
迎
え
で
渋
々
運
転
し
て
い
る
の

で
、
将
来
、
運
転
免
許
証
返
納
制
度
の
恩
恵

に
あ
ず
か
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

（
横
市
町　

う
に
さ
ん
）

●
ま
ち
の
話
題
に
登
場
し
た
胡
摩
ケ
野
さ
ん
。

私
も
還
暦
を
過
ぎ
て
始
め
た
民
謡
で
、生
涯
、

大
き
な
声
を
出
し
て
歌
え
る
よ
う
日
々
精
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
滋
賀
県
大
津
市　

び
わ
湖
の
た
も
つ
さ
ん
）

●
「
学
校
へ
行
こ
う
」
を
読
ん
で
、
都
城
さ
く

ら
聴
覚
支
援
学
校
の
皆
さ
ん
の
学
校
行
事
と

学
ぶ
こ
と
に
対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
に
感
心

し
ま
し
た
。

（
下
川
東
二
丁
目　

キ
ョ
ン
キ
ョ
ン
さ
ん
）

日本で作る雪だるまはアメリカで作る雪だるま
と比べたら、形が若干違います。日本では大きな
玉を１つ作り、その上に小さな玉を１つ載せます
が、アメリカではその上にもう１つ小さい玉を載
せます。大・中・小の雪玉が足と胴体と頭になる
と言う訳ですね。そしてよく果物や洋服などで飾
りつけをします。帽子をかぶせたり、マフラーを
させたり、ジャケットを着せたり、スカートを履
かせたりするのもよく見られます。顔には木炭か
小石で目を、小石か松ぼっくりでにこにこしてい
る口を、そして（外国人らしく？）とんがってい
るニンジンの鼻。除雪用シャベルやほうきを持っ
ているのも少なくありません。雪がたくさん降る
と多くの人が家に引きこもりがちになり、街に出
掛ける人が少なくなっても、街は雪だるまだらけ
で、まだにぎやかなままです。
私は、雪だるまはもちろんですが、それより雪
カタツムリや雪カメをたくさん作りました。とて
も作りやすかったです。今年の冬も作れるのでし
ょうか？

QUIZ 国際交流員
のひとりごと

雪だるま

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

■10月号クイズの結果【応募総数82通】
◎正解／①島津　②三味線　③インフルエンザ

Vol.72

問　① 子どもの頃、遊んだ人もいるのでは？　ベーゴ
マの掛け声は「○○○のチ」

答  
問　② 真剣笑負！　みんなに笑顔と元気を届ける高

城○○○○

答  
問　③ 日本では２段積みの雪だるま。アメリカでは

○段積み

答  
今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広報

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

読
者
か
ら
の
お
便
り

クイル・アンダーソンさん
（アメリカ）Vol.9

妹と雪だるまを作る６歳の私（右）



  

POST　CARD

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.72  2011年12月号）

8 8 5 8 5 5 5お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や12月号を読んだ感想を書いて
　〒885－8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で１人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　１月４日㈬　当日消印有効
◎発表　本紙 平成24年２月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎10月号当選者　戸越京子さん（南鷹尾町）

商品提供事業者

【レストランと直売所で使える商品引換券5,000円分】

読者プレゼント今月の

※12月16日～ 1月22日の日程
施設案内

PRESENT

□美術館（姫城町）☎25ｰ1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日
12月5日㈪～ 1月4日㈬まで展示替作業のため休館
※休館中は、住民票などの発行はできません
◎収蔵作品展「和のこころ」1月5日㈭～２月26日㈰

□都城歴史資料館（都島町）☎25ｰ8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日　12月29日㈭～ 1月3日㈫

□都城島津邸（早鈴町）☎23ｰ2116
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」一般210円
　　　　高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日　12月29日㈭～31日㈯、1月5日㈭
　　　　伝承館は12月5日㈪～ 15日㈭まで臨時休館

□人形の館（山之口町）☎57ｰ5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日　12月29日㈭～ 1月3日㈫

□山之口弥五郎どんの館（山之口町）☎57ｰ3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日　12月31日㈯～ 1月6日㈮

□高城郷土資料館（高城町）☎58ｰ5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日　12月29日㈭～ 1月3日㈫

□旧後藤家商家交流資料館（高城町）☎58ｰ6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日　12月29日㈭～ 1月3日㈫

□たちばな天文台（高崎町）☎62ｰ4936
開館時間　9：30～17：00
　　　　　㊎㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
　　　　　※冬休み期間中（12月22日～1月9日）は開館　
　　　　　　9：30 ～ 17：00　19：00 ～ 22：00
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　１月19日㈭
◎はやぶさパネル展　12月10日㈯～
◎ゆく年くる年年越し星見会　12月31日㈯　17時～

高木町国道 10 号沿い
に複合店舗「朝霧の里
みやこんじょ」がオー
プンしました。地元農
産物をとりそろえた広
い店内で、お食事、お
買物をお楽しみくださ
い。

㈱協同商事　直売所ATOM
☎38－1129

フリガナ

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－



　島津氏の祖惟
これ

宗
むね

忠久が
創建したとされる郡元稲
荷神社で島津発祥まつり
の出陣式に合わせて11月
１日、神舞が奉納されま
した。当日は同神社に伝
わる六つの舞のうち手

た

力
ちから

舞、双
もろ

剣
つるぎ

舞、片
かた

剣
つるぎ

舞、宮
みや

毘
び

舞の４つの舞が奉納され、
地元住民をはじめ多くの見物客が幽玄の世界を堪能し
ていました。（表紙は宮毘舞）

都城市現住人口  ※国勢調査に基づく推計人口です
平成23年11月1日現在 前月比

世 帯 数 70,344世帯 －
人口総数 168,929人　 －
　　　男 79,230人　 －
　　　女 89,699人　 －

※平成22年国勢調査速報値に基づく推計人口です。

インフォメーション

編集後記

今年も早いもので、あと１カ月となりました。こ
の１年を振り返ってみると、老舗デパートの閉

店、新燃岳の突然の噴火、東日本を襲った大震災、そ
して福島第一原発での事故…。
　暗いニュースばかりが思い出される１年だったよう
に思います。来年のことをいうと鬼が笑うといいます
が、来年の12月には「今年はあんなこともあったね、
こんなこともあったね」と皆が笑って話せる１年であ
りますように。（一）

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch、アナログ5ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

今月の表紙
郡元稲荷神社の神

かん　め

舞

書き初め体験、餅つき体験、お抹茶
実演＆振る舞い、琴の演奏ほか
プラザでお正月を満喫しませんか？

●日時／ 1月８日㈰　10時～ 13時
●場所／ウエルネス交流プラザ　玄関前
●料金／無料
◎問い合わせ　都城まちづくり株式会社　☎26‒1100

懐かしい都城を体感。
昔の新聞記事をスライドショーで見て、解説員の話を聞いて、当時
の流行歌を口ずさめちゃうタイムスリップバラエティ「なつかしいみ
やこんじょサロン」…これ、新企画です。
初回は昭和48～50年代の3年間を振り返ります。

イベントカレンダー（12月16日～1月22日）
※〔　〕内は場所、 は問い合わせ先

12
月
18日㈰　10：00 ～16:00
ふれあいのつどい・げんきげんき芸術祭2011
〔ウエルネス交流プラザ〕
　都城市点字図書館　☎26-1948

１
月
２日㈪　8：30 ～（受付）
新春初詣健康マラソン大会
〔安楽寺発着〕
　同実行委員会　☎57-3007

３日㈫～７日㈯
成人式〔市内各地域〕
　生涯学習課　☎23-9545
　　または各地域の教育課

１５日㈰　8：30 ～
成人記念ロードレース大会
〔都城運動公園陸上競技場発着〕
　同事務局　☎26-4510(18時～）

２２日㈰　8：00 ～（受付）
2012高崎クロスカントリー大会
〔高崎総合公園多目的広場周辺〕
　同事務局　☎62-4448

●日時／ 1月21日㈯　開演13：30
●出演／童謡グループかざぐるま、小玉正紹さんほか
●料金／〔全席指定〕500円　※高校生以下無料
●チケット発売開始／ 12月4日㈰
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23‒7140

都城駅前　橘百貨店
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